
Ａ
１

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
　
一
　
調
査
研
究
概
況

　
総
合
研
究

　
平
城
宮
跡
発
掘
調
査

　
本
年
度
は
第
4
7
～
5
2
次
の
６
回
に
わ
た
っ
て
調
査
を
お

こ
な
っ
た
。
（
木
文
3
4
頁
以
ド
参
照
）

２
　
七
大
寺
巡
礼
私
記
の
研
究

　
　
本
研
究
は
、
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
註
解
を
つ
く
り
、

　
あ
わ
せ
て
1
2
世
紀
以
前
に
お
け
る
南
都
七
大
寺
の
復
原
的

　
研
究
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
本
年
度
は
東
大
寺
を
中
心

　
に
、
記
事
の
逐
語
的
な
研
究
と
と
も
に
、
記
載
さ
れ
て
い

　
る
作
品
や
寺
地
・
遺
構
な
ど
に
つ
い
て
、
現
存
作
品
は
も

　
と
よ
り
存
在
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
類
品
と
関
連
資

　
料
ま
で
広
く
調
査
研
究
を
す
す
め
た
。

Ｂ
　
各
個
研
究

Ｉ
　
美
術
工
芸
研
究
室

１
　
西
大
寺
の
研
究

　
　
前
年
度
に
ひ
き
っ
づ
き
、
従
来
の
調
査
成
果
に
つ
い
て

　
整
理
と
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

２
　
仏
像
納
入
文
書
の
調
査
研
究

　
　
昨
年
度
に
継
続
し
て
東
京
大
円
寺
、
京
都
大
報
恩
寺
、

　
聖
護
院
、
大
念
寺
、
三
重
万
寿
寺
、
神
奈
川
称
名
寺
、
福

　
岡
観
世
音
寺
、
愛
媛
円
明
寺
な
ど
の
諸
像
に
つ
い
て
調
査

　
し
、
ま
た
蒐
集
資
料
の
整
理
と
検
討
を
行
な
っ
た
。

３
　
南
都
造
像
史
の
研
究

　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
　
昨
年
度
に
継
続
し
て
運
慶
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
南

　
都
に
お
け
る
仏
師
に
関
し
て
検
討
し
、
関
連
す
る
静
岡
願

　
成
就
院
、
神
奈
川
浄
楽
寺
諸
像
を
調
査
し
た
。
ま
た
肖
像

　
彫
刻
の
基
準
作
例
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

４
　
そ
の
他
の
調
査
研
究

　
　
昨
年
度
に
継
続
し
て
写
真
測
量
に
よ
る
実
測
調
査
を
奈

　
良
飛
鳥
寺
、
新
薬
師
寺
、
京
都
岩
船
寺
、
平
等
院
鳳
凰
堂

　
の
各
本
尊
に
つ
い
て
行
な
っ
た
。
（
本
文
８
頁
以
ド
参
照
）

　
　
ま
た
滋
賀
善
勝
寺
等
の
文
化
庁
調
査
に
参
加
協
力
し
た

５
　
堂
塔
壁
画
の
研
究

　
　
昨
年
に
続
き
本
年
度
の
調
査
寺
院
は
霊
山
寺
三
重
塔
、

　
大
報
恩
寺
、
称
名
寺
本
堂
、
西
明
寺
三
重
塔
、
石
山
寺
多

　
宝
塔
、
福
山
明
王
院
、
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
で
あ
る
。

６
　
南
都
仏
教
絵
画
の
研
究

　
　
南
都
仏
画
を
、
絵
仏
師
と
本
年
度
は
と
く
に
祖
顔
画
に

　
重
点
を
お
き
調
査
研
究
し
た
。

７
　
工
芸
作
品
の
作
風
と
技
術
展
開
の
研
究

　
　
前
年
度
に
継
続
し
て
平
安
、
藤
原
、
鎌
倉
期
の
工
芸
作

　
品
を
3
0
件
選
び
、
そ
の
作
品
に
表
出
さ
れ
た
作
風
と
、
応

　
用
さ
れ
て
い
る
技
術
の
相
互
関
係
の
検
討
を
行
な
っ
た
。

８
　
厨
子
の
研
究

　
　
引
き
っ
づ
き
京
都
栂
尾
高
山
寺
の
念
持
仏
入
り
厨
子
を

　
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
後
の
作
例
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

Ｈ
　
建
造
物
研
究
室

１
　
建
築
史
料
の
作
成
は
、
も
っ
と
も
基
礎
的
な
作
業
で
あ

　
る
の
で
、
特
に
力
を
つ
く
し
、
こ
と
に
本
年
度
は
近
世
の

　
技
術
書
に
み
ら
れ
る
術
語
の
整
理
に
重
点
を
お
い
た
。

２
　
奈
良
諸
大
寺
の
調
査
の
う
ち
、
東
大
寺
行
基
堂
（
旧
俊

　
乗
堂
）
お
よ
び
付
近
地
形
を
中
心
と
し
て
調
査
し
た
。

３
　
近
世
民
家
の
研
究
に
お
卜
て
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会

　
の
実
施
し
た
緊
急
調
査
の
一
部
と
し
て
、
福
井
県
下
の
民

　
家
を
調
査
し
た
。
ま
た
奈
良
県
今
井
町
民
家
に
つ
い
て
の

　
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。
（
本
文
1
9
・
闘
頁
以
ド
参
照
）

４
　
修
理
後
の
建
造
物
が
い
か
な
る
経
年
変
形
を
示
す
も
の

　
か
に
つ
い
て
、
写
真
測
量
に
よ
る
継
続
的
調
査
を
行
な
っ

　
た
。
（
木
文
1
0
頁
以
ド
参
照
）

Ⅲ
　
歴
史
研
究
室

１
　
南
都
諸
大
寺
古
文
書
の
調
査
研
究

　
　
東
大
寺
、
興
福
寺
、
唐
招
提
寺
所
蔵
の
経
典
・
古
文
書

　
絵
図
等
の
調
査
な
ら
び
に
写
真
撮
影
を
行
な
い
、
「
奈
良

　
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
」
の
一
冊
と
し
て
『
唐
招
提
寺

　
史
料
』
の
原
稿
作
製
を
進
め
た
。
（
昭
和
4
5
年
度
出
版
予
定
）

２
　
仁
和
寺
の
研
究

　
　
仁
和
寺
所
蔵
の
古
文
書
典
籍
の
調
査
な
ら
び
に
写
真
撮

　
影
を
行
な
っ
た
。
ま
た
『
仁
和
寺
史
料
』
第
３
冊
目
を
刊

　
行
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
調
査
資
料
の
整
理
検
討

　
を
進
め
た
。
末
文
誤
貝
以
下
参
昭
一
）

３
　
中
世
に
お
け
る
寺
院
制
度
の
研
究

　
　
薬
師
寺
な
ら
び
に
法
隆
寺
に
重
点
を
お
い
て
研
究
を
行

　
な
っ
た
。

４
　
延
喜
式
の
考
古
学
的
研
究

　
　
延
喜
式
の
記
事
と
考
古
学
的
遺
物
と
の
比
較
研
究
を
行

　
な
い
、
古
代
に
お
け
る
生
産
技
術
・
生
産
形
態
な
ら
び
に

　
流
通
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
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Ｃ
１

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

研
究
発
表

昭
和
4
3
年
５
月
2
5
日
（
於
杢
所
）

中
世
に
お
け
る
証
文
保
管
の
一
例

弥
生
式
文
化
と
銅
鐸

田
中
　
　
稔

佐
原
　
　
真

２
　
昭
和
4
3
年
８
月
1
0
日
（
於
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
事
務
所
）

Ｄ

東
朝
集
殿
跡
の
調
査

朝
集
殿
の
建
築
に
つ
い
て

西
谷
　
　
正

宮
沢
智
士

在
外
研
究

韓
国
に
お
け
る
古
代
都
城
制
形
式
過
程
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
谷

韓
国
　
昭
和
4
3
年
９
月
１
日
～
Ｈ
月
3
0
日

正

Ｅ
　
普
及
事
業

１
　
平
城
宮
跡
覆
屋
一
般
公
開
（
発
掘
調
査
出
土
品
展
覧
）

　
　
開
催
日
　
昭
和
4
3
年
I
―
一
月
１
日
～
３
日

　
　
開
催
地
　
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

　
　
見
学
者
　
約
３
.
６
０
０
名

２
　
平
城
宮
展
（
朝
日
新
聞
社
主
催
、
文
化
庁
後
援
）

　
　
開
催
日
　
東
京
会
場
　
昭
和
4
4
年
１
月
４
日
～
2
8
日

　
　
　
　
　
　
大
阪
会
場
　
昭
和
4
4
年
２
月
７
日
～
1
2
日

　
　
開
催
地
　
東
京
会
場
　
小
田
急
百
貨
店

　
　
　
　
　
　
大
阪
会
場
　
阿
倍
野
近
鉄
百
貨
店

　
　
見
学
者
　
東
京
会
場
　
約
５
２
｡
０
０
０
名

　
　
　
　
　
　
大
阪
会
場
　
約
１
８
｡
０
０
０
名

Ｆ
　
調
査
指
導

　
　
本
年
度
の
外
部
調
査
指
導
は
3
2
カ
所
で
行
っ
た
（
下
表
）
。

喜美法律　法難宇塚和貝出民五兵　法官寺唐民末三割薬興人二岩荒小藤多一
､,濃隆島　　波田の田野実家色主　金崎戸招家松才桃　福宰予稿神郡原賀乗
光国寺迫　起官森谷峠選同素塚犬　剛県大提入廃田館師寺府山千社選宮城谷
寺分若跡　寺跡迫害遺跡府急古社　院文塚寺江寺予選寺人跡古塚社跡跡跡朝
　寺草　　　　跡窯跡　跡調墳　　　　化古　邸跡遺跡　御　墳古殿　　　倉
　跡伽　　　　　　跡　　　査　　　　　財墳　　　　跡　　堂　　墳　　　　　氏
　　藍　　　　　　　群　　　　　　　　　　　　調　　　　　　　　　　　　　　　群　　　　　　迫
　　　　　　　　　　　　　　　　　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡

調

査

遺

跡

名

奈大奈岡　奈大和ハ長四松福神滋　京宮京唐香石長秋薬奈福宇和奈福奈宮福
良垣良山　良阪歌女野口江井戸賀　部暗部招川川野田師良岡消散良岡良城井
県市県県　県市山市県市市県市血　府県大提県l’市県寺県県市山ふ県県席足
　　　　　　　県　　市　　　　　玉　　　学寺　ツ　　　　　　部厚　　賀　羽

　　　　　　　　　　　　　大　　　　　　市　　　　　　　社　城町
　　　　　　　　　　　　　社　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　町

調

査

機

関

阪寺築武　遠見宅農遠宅ぶ民環建　市郷写収県史宅学伽解見宅‾‾9社宅遠史史
全域地道　路据地業路地もU家屋遺　遠土真蔵指跡地校藍体据地紀殿地路跡跡
遠確解館　建調遺構建造゛保整物　建文測雍定公遺遺配修計遺災保遺建整整

路定体建　設査威迫設成風存僅・　設化量建文園威威置理画威塁存成設備備
工調修設　に及に改lこに去のに庭　に財調設化整にに究に指に記のにエ指指
事査理に　伴び伴善伴伴記だ伴園　拝総査に財備拝伴明拝啓伴¨　た伴事啓啓

に　に伴　う木う事ううのめうの　う　合　拝保指ううのう　う　のめうに伴　伴う　調節調業調周作緊調保　庭訓　う存啓両両学調　周作の調伴

う　う調　査保査に査査建急査存　園査　地法　査査術査　査建周査う
調　調査　　存　伴　　設調　謁見の　下の　　　調　　　設査　調
査　査　　　処　う　　に査　査　掘　う　調指　　　　査　　　　に指　査
　　　　　　理　調　　拝⌒　　　調ち　査啓　　　　　　　　拝啓
　　　　　　方　査　　　う第　　　　査　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　　　　　法　　　　調､3　　　　　　　　　　　　　　　　　　調
　　　　　　指　　　　査さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　査
　　　　　　啓

調

査

目

的

44 44 44 44　43 43 43 43 43 43 43 43 43 43　43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43
年年年年　年年年年年年年年年年　年年年年年年年年年年年年年年年年年年

３２３　２　12 12121211 11 11 11 11 10　９　9 9 6 9　８　8 8 7 7 7 6　５　5 4 4 5　４

月ｉ月　i　Jjj月月月月1h2月月月　月　月月テ月1゛o月月８ﾊﾟo月　月月ａ月月　月

　月　　月　44　　　　　　月月　　　　　　　　　A　I゛2　　　月月月　　設　勺ｼ詣nj

　　　　　于　　　　　　　　　月　　月

　　　　　月

調

査

年

月

宮田粟工田粟河沢佐石横山町伊坪東伊村牛伊牛伊伊藤横細ハ森沢西牛坪伊工猪牛松牛沢中原楽中原原村原松田沢田藤井・藤上川藤川藤藤原田見賀　村谷川井藤楽熊川・川

・琢　・琢・・・・　義・　・・　宮・　・　　・　・　　　義　　　　　　・・・・　　・他・
安・　阿・佃本円高　　小宮宮　本牛　伊　伊沢　　　　　阿　藤　本伊細小　細　ハ
達八　部西・村中島　　笠本沢　・川　東　東村　　　　　部　井　村藤見笠　見　賀
　賀　・谷小・琢・　　原・　・　田・　　　　・　・　　　　　　　　　　‥　原
　　　佐・笠山・森　　　・阿付　中藤　田　田他　　　　　　村　伊　石田　　　佐　藤
　伊　藤佐原沢狩・　　　石部上　哲原　中　中　　　　　　　上　東　松中　藤　藤　原
　東　・原・・野山　　井　　　　・・　哲　哲　　　　　　　　　　・　　　琢　原　　　　・
　　　他・他森　沢　　　　　　　　他伊　・　　　　　　　　　　　　　他　　　・　　　　　　石

担

当

者
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Ｇ

昭
和
4
3
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

研建　仏　横　陶　的朝　す律　文律　構目　究華　研仏　用便　巾　開土古
究具教穴硯研鮮　る令書合成本　厳究像途用　世　地代
　の　図　墓　の　究磨研財　の時　に.古　五　納　の痕寺　利・
　変　限　の　研　　製　究政　基代　関代　　十　　入　解に　院　　用中
　遊　学　研　究　　石　　の　礎に　す建　　五　　文　明よ　法　　の世
　に　の　究　　　　器　　運　研お　る築　　所　　書　　る　の　　歴に
　関　研　　　　　　の　　用　究け　研の　　絵　　の　　石　研　　史お
　す　究　　　　　　集　　に　　る　究部　　の　　調　　器　究　　的け
　る　　　　　　　　成　　関　　古　　材　　研　　査　　の　　　　展る

研

究

課

題

同　同　回　同　同　　同　　諾　同　　同　　同　　同　　石　_石

　　　　　　　　　　　　　　　頌　　　　　　　　　　　　幌　四

種

類

細　真　佐　石　西　　横　　鬼　　沢　　平　　長　　田　田　　坪
見　鍋　藤　井　谷　　田　　頭　　村　　田　　谷　　中　中　　井
啓　炭　興　則　　　　拓　　清　　　　　　　　川　　　　　　　　清
三　照　治　孝　正　　実　　明　　に　　寛　　誠　　琢　稔　　足

研
究

担
当
者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４

←　　←い-4　　　　←→4　　←　　←　　←　　ﾄﾞｰ･1　　←い－･　　Ol

4　　0　0　り　　O　　N　　C　　CX⊃　　C　　IN⊃　　N　　O　　C
O　　O　O　こ　　こ　　○　　こ　　○　　○　　○　　○　　○　　○

４　　４　　－　　４　　　φ　　　φ 噛　　　－　　　－　　　－　　　－　　φ　　　φ
○　　○　○　O　　C　　こ　　O　　C　　O　　O　　O　　O　　O゛
○　　○　○　○　　O　　O　　C　　こ　　C　　C　　Q　　O　　C

円

り　　り　n　n　　゛　　○　　○　　や　　　や　　や　　○　　O　　O
""-^

交

付

金

抜
華　
昭
和
ニ
ト
四
年
法
律
第
百
四
十
六
号

（
昭
和
四
十
三
年
六
月
十
五
口
一
部
改
正

）

第
三
十
六
条
　
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
文

　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
化
庁
に
、
次
の
機
関
を
置
く
。

　
　
国
立
文
化
財
研
究
所
（
前
後
略
）

第
四
十
一
条
　
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
文
化
財
に
関
す
る

　
調
査
研
究
、
資
料
の
作
成
及
び
そ
の
公
表
を
行
な
う
機
関

　
と
す
る
。

２
　
国
立
文
化
財
研
究
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お

　
り
と
す
る
。

奈東
良京
国国

立立
文文
化化

財財
研研

究宛所所

名

称

奈東

良京

市部

位

置

３
　
国
立
文
化
財
研
究
所
に
は
、

　
る
。

支
所
を
置
く
こ
と
が
で
き

４
　
国
立
文
化
財
研
究
所
及
び
そ
の
支
所
の
内
部
組
織
は
、

　
文
部
省
令
で
定
め
る
。

Ｂ
　
文
部
省
設
置
法
施
行
規
則
　
抜
華

　
　
第
五
章
　
文
化
庁
の
附
属
機
関

　
　
　
　
第
四
節
　
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
第
一
款
　
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
（
庶
務
課
の
事
務
）

第
百
十
九
条
　
庶
務
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ

　
ざ
る
。

　
一
　
職
員
の
人
事
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

　
二
　
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ

　
　
と
。

　
三
　
公
文
書
類
の
接
受
及
び
公
印
の
管
守
そ
の
他
庶
務
に

　
　
関
す
る
こ
と
。

　
四
　
経
費
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す

　
　
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

　
五
　
行
政
財
産
及
び
物
品
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
処
理

　
　
す
る
こ
と
。

　
六
　
庁
内
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　
七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
所
掌
に
属
し

　
　
な
い
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
第
二
款
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
（
所
長
）

第
百
二
十
三
条
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
、
所
長
を
置

２
　
所
長
は
所
務
を
掌
理
す
る
。

　
　
（
内
部
組
織
）

第
百
二
十
四
条
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
、
庶
務
課
、

　
美
術
工
芸
研
究
室
、
建
造
物
研
究
室
及
び
歴
史
研
究
室
並

　
び
に
平
放
宮
跡
発
掘
調
査
部
を
置
く
。

　
　
（
庶
務
課
の
事
務
）

第
百
二
十
五
条
　
庶
務
課
に
お
い
て
は
、
第
百
十
九
条
第
各

　
号
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
　
（
美
術
工
芸
研
究
室
等
の
事
務
）

第
百
二
十
六
条
　
美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は
、
絵
画
、

　
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化

　
財
及
び
工
芸
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
な
い
、
並
び

　
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な
う
。

２
　
建
造
物
研
究
室
に
お
い
て
は
、
建
造
物
に
関
す
る
調
査

　
研
究
を
行
な
い
、
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な
う
。

３
　
歴
史
研
究
室
に
お
い
て
は
、
考
古
及
び
史
跡
に
関
す
る

　
調
査
研
究
を
行
な
い
、
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な

　
　
（
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
六
室
及
び
事
務
）

第
百
二
十
七
条
　
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
に
、
第
一
調
査

　
室
、
第
二
調
査
室
、
第
三
調
査
室
、
第
四
調
査
室
、
保
存

　
整
理
室
及
び
史
料
調
査
室
を
置
く
。

　
２
　
第
一
調
査
室
、
第
二
調
査
室
、
第
三
調
査
室
及
び
第
四

　
　
調
査
室
に
お
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
分
担

　
　
し
て
、
平
城
宮
跡
の
発
掘
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結

　
　
果
の
公
表
を
行
な
う
。
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

３
　
保
存
整
理
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
の
遺
構
及
び
遺

　
物
の
保
存
整
理
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表

　
を
行
な
う
。

４
　
史
料
調
査
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
に
関
す
る
史
料

　
の
収
集
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
な

-

一

一

資
料
及
び
図
書
（
昭
和
4
3
年
度
現
在
）

写図

真書

六一一八

二
七
四
附

七
二
四
枚

　
　
四
　
予
　
算
（
昭
和
4
3
年
度
）

人
件
費
　
　
五
五
、
三
三
五
千
円

物
件
費
　
こ
一
六
、
八
六
七
千
円

　
計
　
　
　
一
八
二
、
二
〇
二
千
円

建土

物地五

施
　
設
（
昭
和
4
3
年
度
）

　
　
五
、
こ
一
六
�

（
単
位
�
）

計

そ写講会車舎事

の真　議　　　務

他宗空室車庫所

建

物

一

四

四

一一一

二　一　　一七
〇八〇四二九九
〇六九〇〇一七

春

日

野

五

一
一
一
一九

一　　　　　　　　一一　　　　　　一

二　　　　　七二

四　　　　七〇〇

一〇〇〇七三八

平

城

六

六

七
一一

一　　　　　　一
　　　　　　　　一ぺ　　　　　　　　　‾べ　、

四　一　　　八〇

四八〇四九九〇

一六九〇七四五

計

」＿

ノゝ

研
　
究
　
成
　
果
　
刊
　
行
　
物

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報

昭　　昭　昭　　　　昭昭昭　昭　昭昭昭昭　昭
和　　和　和　　　　和和和　和　和和和和　和

42　　40　38　　　　37 36 35　34　33 32 31 30　29
年　　年　年　　　　年年年　年　年年年年　年
度　　度　度　　　　度度度　度　度度度度　度

年

度

第第　第　第　第第第第第第第第第第第第第第第

甘/レレ昌言上十九八七六五四三二一

冊冊　冊　冊　冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊

藤小　平　平　平ｍ寝巧院平川文興中飛奈文修仏
原堀　城　城　城レ殿匠京城原化福吐息良化学師
氏遠　言　言　言｜造安建言寺史寺庭寺時史院運
の州上跡｜跡｜跡ス系阿築跡発論食園発代論難慶
氏の目発内発言発２庭弥のＩ拙叢堂文拙僧叢言の
寺作徊裾裏拙箭拙と園陀研・調　発化調房　の研
と事地調地調地調¬の仏究伝査　拙史査の　復究
そ　域査域査域査金立快　飛報　調　報研　原
の　の告の報の報亀地腹　息告　査　告究　的
院　調告調告調告舎的　　板　　報　　　　研
京　査lv査ｍ査ｎ利考　　蓋　　告　　　　究

　　２　１　　１　塔察　　言
　　ｌ　　　　　　ｃ　　　　跡

　　　　　　　　に　　　　発
　　　　　　　　関　　　　拙
　　　　　　　　す　　　　調

　　　　　　　　る　　　　査
　　　　　　　　研　　　　報
　　　　　　　　究　　　　告

名

称

杉森岡植岡植岡坪守森小杉杉杉小坪森浅浅小森小
山　田本田本田井田　林山山山林井　野野林　林

岫示計‰六郷眉;回

　　牡結託　　　　帽ﾄﾞ皿

　　　⌒　⌒　　　　　　　　　･　･　ヽ､茄　一u山
　　　ドづ　　　　箱言　i

　　　読］ぷ　琴　　　　田四　　ぬ　If]

　　　U→　　　　皇　　言

　　　けにづ　　　　獣行　　ド

　　　言　号　答　　　　　営　　　　　セ

担

当

者

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
史
料

昭昭昭昭昭昭
和和和和和和

42 41 3938 3029
年年年年年年
度度度度度度

年

度

第第第第第第
六五四三二一
冊冊冊冊冊冊

仁平俊仁西南
和城乗和大無
寺宮房寺寺阿
史木重史叡弥
料簡源料尊陀
　一史　伝仏
寺　　料寺記洋
語　　果語果善

編　　成編成果
一
一　　　一　⌒
　　　　　　復
　　　　　　製

名

称

田仙田小田小田中藤中林中林沢
稔　⌒　稔
ぬﾂｸﾞ用兵剛胆

野　田　野
久　中　久・　　八
り||　琢
藤　Ｔ
優　狩
　　野

　　原

　　横　　田

　　拓
　　Ｔ
　　鬼
　　頭

担

当

者
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塀

員

（
昭
和
4
4
年
1
2
月
現
在
）

｜ 雲
城東脇梶福山高港松上松中西岡森木丹真加井ハ坂岩西国石松
本田本　住下橋　本岡尾西田田田寅阪鍋藤上幡ロ本村井藤'下
きすみ幸八　　　　二三

よみよ治重久靖悦三佐妙建健博光忠信俊建政扶義次県和守隆の子子郎子子子子子子子夫三元治雄次照夫和桑尚郎治朗雄章

氏

名

業同事技同同同同同事技同文同同同文文同文文同同同同文文
孫　　H　　　　　　　　　　HUで　　　　　　釣　　釣　　　　　　　　釣

具　員具　　　　　　　員具　宣　　　　宣宣　宣言　　　　　言言

両利和利和ＵＨＨＨＨﾐ　　　　　　警毎　　　毎分ま専深謀所
－－－－－－-･－ヽ-ハハs　　　　　　務－　　　心･計務　長
　　　　　　　　　　　吊　　　　　　具　　　　　係係門補　　　　　　　　　　　惣　　　　　　長　　　　　長長具佐長長

官

職

平同平平同同会同庶図所自用自警同同平科会庶写会庶平
城　城城　　　　　　書長動　動　　　城研　　　　　務城

庁　事保　　　　　　資室1ﾚll　　　繁用　　　　　函I事

務　務安　　　計　務料付転変転備　　　備変計務真計書務

担

当

調第　　　　　　　　　調第調跡平　　　　　　　研歴　　　　研建　　　　室芸美
査　　　　　　　　　　査　査発城　　　　　　　　究　　　　　　究造　　　　　研術室二　　　　　　　　　室一部掘宮　　　　　　　室史　　　　室物　　　　　究工

篇

田稲村石佐田木宮小阿高猪宮沢坪　堀ハ河狩田田宮牛沢伊梅長平守
辺田上井原中下本笠都島熊沢村井　池賀原野中中沢川村藤津谷田田

　　　　　　　長原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川
征孝助川　　　正二好義忠兼智　　清　春　純　　　　智喜　延次　　　公夫司一孝真琢史郎彦平平勝士仁足　峰晋之久琢稔士幸仁男郎誠寛夫

氏

名

同同同同同同同同同同同同同同文　調同同同同同同同同文調同同文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部　　．　　　　　　　　　　　　　　　部　＿　　　　　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　査　　　　　　　　　　　　　　　　技　査　　　　技

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　官　員　　　　　　　　　　　　　　　　官　員　　　　官

　　　　　　　心　　　　　　　　　　　　　　　安　　　　八八/^｀四へ八　ちな　⌒⌒ら　む｀゛ら　　　　　tな　　　　　　　至　　　　　　　　　3i･部　非併併併併゛‘併併併至非　　　J^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常ヽンヽヽﾉヽﾉ－　　－ヽヽ●ヽ-･　常

　　　　　　　長　　　　　　　　　　　　長　長　惣　　　　長　　　　長慰　　長

官

職

同考建同同同考建同間間考同姓　　歴同考歴考歴建造同姓絵彫絵工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庭　古築　　　　古築　　　　古　築　　史　古史古史築園　　築画刻画芸

担

当

調史　　　　　　　　　　　　整保　　　　　　　　　　　調第　　　　　　　　　調第
h　　　　　恥　　　　　‰　　　　香Ｅ 所属

石真加鬼横狩真佃ハ沢黒佐町河横甲西田森工細ハ坪安石藤伊松牛坪
平鍋藤頭田野木　幡田崎藤田原山斐村中　楽見賀井達松原東下川井

恵俊　清拓　　礼幹扶正　興　純浩忠　哲郁善啓　　清厚好武太正喜清子照優明実久子雄桑昭直治章之一彦康雄夫通三晋足三雄二作司幸足

氏

名

研同同同同文技同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同文
９　　昌　　　　　　　　　　　１

員　　　　　官員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　官

運　　　　ijﾘ4　　　　ﾆに　　　　　　帽E　　　　　リ

笏　　　　ﾊﾟ] m　　　　圭あ　　　　　　，d　　　　　圭筈

官

職

資同同同同歴同同写保同同同同同同考遺同考建同同同考遺建考遺考

料　　　　　　　　　　　　　　存　　　　　　　　　　　　跡　　　　　　　　　　　　跡　　　跡

整　　　　　　　　　　　　　　科　　　　　　　　　　　　庭　　　　　　　　　　　　庭　　　庭
理　　　　　　史　　　真学　　　　　　　　古園　古築　　　　古園築古園古

担

当


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5

